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講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

　　
９
月
の
歴
史
講
座

◆ 

会
員
募
集
！

　
み
や
こ
町
博
物
館
友
の
会

◆ 

博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

常
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介
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】
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吉
田
増
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和
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０
０
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」

常
設
展
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紹
介
【
そ
の
２
】

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
１
２
０
年
」
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博物館休館日カレンダー
2025 年  9 月

▲ 漱石直筆の“猫耳似顔絵”書簡の展示

▲ 受付横の漱石関連商品の販売コーナー

▲ ホール特設コーナーのパネルとグッズの展示

▲ 豊津地域の歴史を詳しく学ぶことができました。▲ 交流の歴史を通して平和の尊さを学びました。

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
９
月
６
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
９
月
13
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
９
月
20
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
休
講
し
ま
す
。

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
昭
和
元
年（
１
９
２
６
）か

ら
数
え
て
１
０
０
年
目
の
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。

　
当
館
で
は
、こ
の「
昭
和
」の
元
号
考

案
者
で
あ
る
吉
田
増
蔵（
み
や
こ
町

勝
山
上
田
出
身
）に
関
す
る
資
料
を

常
設
エ
リ
ア
で
展
示
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ル
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
吉
田

増
蔵
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や「
昭
和
」

を
感
じ
さ
せ
る
家
電
や
日
用
品
な
ど

の
懐
か
し
い
グ
ッ
ズ
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、本
展
示
を
通
し
て

「
昭
和
」を
生
き
た
人
々
の
営
み
に
思

い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
夏
目
漱
石
の
小
説『
吾
輩
は
猫
で

あ
る
』は
、明
治
３８
年（
１
９
０
５
）１

月
に
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
で
発
表

さ
れ
て
か
ら
、
今
年
の
１
月
で
満

１
２
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
館
に
は
漱
石
の一
番
弟
子
の
小

宮
豊
隆（
み
や
こ
町
犀
川
久
富
出
身
）

の
資
料
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
中
に
は『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』に
ち
な
ん
だ
漱
石
直
筆
の
貴
重

な
資
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
特
に
漱
石
が
小
宮
に
宛
て
て
書
い

た
「
猫
耳
漱
石
の
似
顔
絵
」
が
描
か

れ
た
手
紙
は
必
見
で
す
。
博
物
館
で

は
こ
の
イ
ラ
ス
ト
を
元
に
製
作
さ
れ

た
グ
ッ
ズ
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
東
京
都
新
宿
区
の
漱
石
山

房
記
念
館
で
は
、
1０
月
11
日
か
ら
12

月
７
日
に
か
け
て
１
２
０
年
記
念
の

特
別
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
友

の
会
は
、
今
年
で
創
立
30
周
年
を

迎
え
、
10
月
に
は
記
念
行
事
を
計

画
中
で
す
。

　

例
年
11
月
に
は
バ
ス
ハ
イ
ク
、

12
月
に
は
国
分
寺
三
重
塔
す
す
払

い
、
２
月
に
は
三
重
塔
ま
つ
り
参

加
な
ど
、
楽
し
い
活
動
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　
会
員
申
込
は
、博
物
館
窓
口
へ
！

　8月17日(日)に閉幕した「福田安次氏と
『平和の木』たち展」に沢山の方がご来場
下さいました。今年の「平和宣言」でも言
及された、被爆樹木を後世に伝える活動
を、今後も皆で継承していきましょう。

　7月17日(木)、豊津平成学級が博物館で
開催されました。受講生の皆さんは、みや
こ町の歴史について、当館学芸員の解説に
熱心に耳を傾けていました。

７月・８月の業務日誌から



米
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化

 

今
年
も
稲
刈
り
の
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。
米
の
品
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一

般
的
に
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で

１
０
０
日
以
上
の
日
数
が
か
か
る
と
い

わ
れ
、
こ
の
期
間
、
水
の
管
理
や
除
草
、

病
害
虫
防
除
な
ど
多
く
の
作
業
が
伴
い

ま
す
。
今
年
の
田
植
え
の
時
期
に
は
、

米
価
の
高
騰
に
伴
い
初
め
て
備
蓄
米
の

大
量
放
出
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
年
は
「
梅
雨
明
け
」
が
早
く
、
８

月
上
旬
に
は
40
度
を
超
え
る
歴
史
的
な

猛
暑
が
続
き
、
各
地
で
水
不
足
や
稲
が

枯
れ
る
な
ど
の
被
害
が
続
出
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
に
は
、
国
か
ら
米
の
生
産
調

整
（
減
反
）
を
見
直
し
米
の
増
産
に
転

じ
る
方
針
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
今
年
の

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
期
間
に
、

米
を
と
り
ま
く
環
境
に
大
き
な
変
化
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
み
や
こ
町

の
史
跡
を
中
心
に
、
お
米
の
歴
史
と
文

化
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
。
稲
刈
り
は
当
初
、
エ

ノ
ヲ
遺
跡
等
で
出
土
し
て
い
る
石
庖
丁

な
ど
を
使
っ
た
「
穂ほ

つ摘
み
」
が
一
般
的

で
し
た
が
、
切
れ
味
の
良
い
鉄
製
鎌
の

普
及
に
よ
っ
て
、
稲
株
の
基
部
か
ら
刈

り
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
形
の
整
っ
た
稲
藁
を
大
量
に
確
保

で
き
た
た
め
、
そ
の
利
用
用
途
が
拡
大

し
ま
し
た
。
稲
藁
は
、
昭
和
30
年
頃
ま

で
薪
の
焚
き
付
け
燃
料
、
家
畜
の
敷
き

藁
、
飼
料
、
堆
肥
、
断
熱
材
、
藁
葺
屋

根
材
等
の
ほ
か
、
国
内
に
み
ら
れ
る
各

種
工
芸
品
の
材
料
な
ど
貴
重
な
資
源
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
農

家
で
は
、冬
な
ど
の
農
閑
期
に
「
藁
仕
事
」

を
行
い
、
縄
、
蓑
、
草わ

ら
じ鞋
、
ほ
う
き
、
俵
、

カ
マ
ス
、
ム
シ
ロ
な
ど
様
々
な
藁
製
品

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
貴

重
な
現
金
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
・
文
化
の
基
盤
を
構
築

　

こ
の
よ
う
に
、
米
は
単
な
る
空
腹
を
満

た
す
食
料
だ
け
で
は
な
く
、
２
０
０
０

年
以
上
に
わ
た
っ
て
日
本
人
の
生
活
や

経
済
・
文
化
の
基
盤
を
構
築
し
、
各
地

の
信
仰
や
民
俗
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
に
よ
り
、

米
の
生
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

高
温
の
耐
性
を
持
つ
米
の
品
種
改
良
な

ど
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

米
を
と
り
ま
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
先
人
が
工
夫
や

努
力
を
重
ね
て
２
０
０
０
年
以
上
も
大

切
に
守
っ
て
き
た
、
か
け
が
え
の
な
い

食
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
未
来
へ

伝
え
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
井
上
信
隆
）

で
き
た
の
は
祭
な
ど
の
「
特
別
な
日
」

の
み
で
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
米
を
毎
日
食

べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
期
前
後
と
み
ら
れ
、

米
の
消
費
量
は
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）

の
一
人
あ
た
り
年
間
１
１
８
．３
㎏
が

ピ
ー
ク
で
、
今
年
（
２
０
２
５
）
は
半

分
以
下
の
５
１
．５
㎏
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
白
米
や
寿
司
の
酢
飯
の
こ
と
を

「
シ
ャ
リ
」
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
は
仏

教
用
語
で
お
釈し

ゃ
か迦
様さ

ま

の
骨
粒
（
仏
舎し

ゃ
り利
）

を
指
す
も
の
で
、
米
を
滅
多
に
口
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時
代
に
、
お

米
粒
に
対
す
る
日
本
人
の
心
情
を
反
映

し
た
言
葉
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

藁
も
貴
重
な
資
源

　

稲
刈
り
の
際
、
脱
穀
後
の
副
産
物
と

し
て
生
じ
る
の
が
「
藁わ

ら

」
で
す
。
現
在
、

稲
藁
の
８
割
以
上
は
、
稲
の
刈
取
時
に

カ
ッ
タ
ー
で
細
か
く
刻
ま
れ
て
撒ま

か

れ
、
そ
の
後
、
鋤す

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

飼
料
と
し
て
の
利
用
も
１
割
程
度
に
止

ま
り
ま
す
が
、
現
在
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ

ノ
ー
ル
な
ど
の
新
た
な
利
用
法
も
試
み

「
稲
作
」
と
「
戦
争
」
の
は
じ
ま
り

　

昨
年
の
「
令
和
の
米
騒
動
」
か
ら
米

の
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
、
改
め
て
米
が
「
日
本
の
主
食
」
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
し
た
。
世
界
的
に
み
て
主
食

の
大
部
分
を
占
め
る
の
が
米
、
小
麦
、

大
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
穀
物
で
、

こ
れ
に
次
い
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
芋

類
や
豆
類
な
ど
、
炭
水
化
物
が
豊
富
な

作
物
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
最
も
重
要
な
作
物
と
さ
れ
る

「
五ご

こ
く穀

」
は
、
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
一
般
的
に
「
米
、
麦
、
粟
、

稗
、
豆
」
を
指
し
た
も
の
で
、
古
来
よ

り
日
本
の
祭
り
で
祈
願
さ
れ
る
「
五ご

こ
く穀

豊ほ
う
じ
ょ
う穣
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
穀
物
が
豊
か

に
実
る
祈
り
を
込
め
た
も
の
で
す
。
町

内
に
あ
る
約
３
０
０
０
年
前
の
節
丸
西

遺
跡
で
は
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
「
採
集
」

さ
れ
た
「
木
の
実
」
が
当
時
の
主
食
で

あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
痕
跡
が
伺
え

ま
す
。
そ
の
後
、
米
が
中
国
や
朝
鮮
半

島
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と

み
ら
れ
ま
す
が
、
町
内
の
エ
ノ
ヲ
遺
跡

（
勝
山
黒
田
）
や
犀
川
小
学
校
校
庭
遺
跡

（
犀
川
本
庄
）
で
約
２
０
０
０
年
前
の
籾も

み

粒
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
み
や

こ
町
で
も
、
こ
の
頃
に
は
稲
作
が
行
わ

れ
米
が
食
べ
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ

ま
す
。
当
時
の
米
は
一
粒
の
籾
種
か
ら

約
４
０
０
粒
と
比
較
的
に
多
く
の
収
量

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
保
存
が

き
き
、
何
よ
り
も
木
の
実
と
比
べ
て
「
お

い
し
い
」
こ
と
が
国
内
各
地
へ
稲
作
が

展
開
し
た
最
大
の
理
由
と
す
る
見
解
も

み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
「
採
集
」

と
は
異
な
り
、
稲
作
は
平
坦
な
土
地
や

水
を
供
給
す
る
川
な
ど
稲
作
に
適
し
た

土
地
が
不
可
欠
で
す
。
稲
作
の
開
始
に

よ
り
、
こ
れ
ら
を
巡
っ
て
村
落
や
地
域

間
で
争
い
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ
、
前

述
の
２
つ
の
遺
跡
で
も
石い

し

庖ぼ
う
ち
ょ
う丁

や
石い

し

鎌が
ま

と
い
っ
た
「
収
穫
の
道
具
」
と
併
せ
て
、

石
製
の
剣
な
ど
の
「
武
器
」
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
約
２
０
０
０
年
前
に
発
生

し
た
米
を
巡
る
地
域
間
の
争
い
を
以
て
、

日
本
の
歴
史
上
「
本
格
的
な
戦
争
の
開

始
」
と
す
る
研
究
者
の
見
解
も
み
ら
れ

ま
す
。
食
料
の「
採
集
」か
ら「
生
産（
栽

培
）」
へ
の
変
遷
は
、
食
料
の
安
定
供
給

と
同
時
に
、
現
在
ま
で
続
く
「
戦
争
の

は
じ
ま
り
」
と
な
り
、
世
界
各
地
に
み

ら
れ
る
国
家
の
成
立
過
程
で
同
様
の
傾

向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

豊
前
国
府
（
み
や
こ
町
国
作
）
が
設

け
ら
れ
た
奈
良
時
代
以
降
、
米
は
重
要

な
税
と
し
て
国
の
政
治
・
経
済
を
支
え

る
重
要
な
基
盤
と
な
り
ま
す
。
農
民
は

収
穫
し
た
米
の
多
く
を
税
と
し
て
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
日
常
的
に
食
べ
ら

れ
る
の
は
「
五
穀
」
に
含
ま
れ
る
粟
や

稗
な
ど
で
あ
り
、
米
を
食
べ
る
こ
と
が
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ムシロ編みを再現した人形
（有馬美和子氏製作）

エノヲ遺跡付近の稲刈り風景
（みやこ町勝山黒田）

エノヲ遺跡出土石器
（左が武器、右が刈取り道具）

180

米
の
歴
史
と
文
化

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


